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三宅島牧野における乳用子牛の飼い直し試験  

初産分娩から2産分娩時までの成績  
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Effects of Steam－Up Feeding for HoIstein  
Heifers in Miyake Island Pasture 

Result of test in the first lactation period 

NoboruKAMAGAWA，Kazuo SAITO，Jiro AsANUMA，  

RyoToflATA and HiroshiSEKtGUCHl  

（要   旨）  

三宅島牧野で行なわれている，間中放牧育成の発育遅延をとりもどすために，放牧中の一定  

期間に補助飼料の増飼を行ない．発‡巨繁殖性おエび泌乳量等におよばす膨轡を調禿した。本  

試験では，13ケ月令から14ケ月令にかけて増飼を行なうA区，妊娠4ケ月令から7ケ月令にか  
けて増飼したB区，心よび．粕こ飼い直しをしなかった椚行C区の三区について此喫した結  
果，簡裁成椚については，すでに前報（東京畜試研究報でi，第14ぢ・，昭和50年3月）で韓告し  

たように，A区ほ．他の二区に比べて，300kg到達時期を約4ケ月．璧胤 分娩時】調を約3ケ  
月早める効果があった。その後の発育こついては，月令が進むに従って他区に追いつかれ，  

発育がほぼ終丁したとみられる。難二度分娩紛で甘 A区との差がみられなくなったれ第一  
産泌乳見や第二踵分段月令について，A区の飼い直し．効果が認められた。すなわち，乳成分や  

血液性状ては，名l亘とも際立った特徴を示していない姉1m防甘乱数到達口は B区42日，  
C区37口と泌乳初期であったのに対して，A区ほ，泌乱r】瑚の64日となっており，この泌乳曲  

線の速いは．増飼いによる発育効果が一定の泌乳付緋を，もノこらしたものと考えられた。また，  

種付回数，受胎日数の平均は，名屡とも，ほぼ正硝’の職印内にあったため，第二産分娩月令  
ほ，A区がやや早かったが，第一産分娩月命の差上り短縮された。以上の結果から，三宅牧野  

における子年の放牧育成には，放牧の初期に一定の免，および期間，飼料の鞘告が必要であ  

り．また，その内容は，蛋白賓よりエネルギー紐の供給を盈祝すべきものと考察された。な  

ぁ 蛸飼いの蓋および期榔について礼拝～利生な含めて，次経で解明したい。  

％以内に押え．育刈ノ 乾草類を主体とし，不足分をDC  

P，11％，TDN，70％の配合飼料で補い．補充配合飼  

料ほ．10Ⅰ【gを限度として．朝夕2回に分与し，給水は運  

動場内自由飲水させた。夜間雨天時は，舎内に収容し，  

昼間軋運動場に放飼した。各区共，分娩約1三国間前に独  

房に移し，自然娩出が早朝から日中の場合ほ即時，夜間  

ほ翌朝親子を分離し．子牛の体重を測億した。母牛の分  

娩前後の体重ほ眉月1回，定時に測尺をおこなった。原  

則として分娩5日日に牛乳検査をおこない，6日日より  

乳飽測定な開始し．分娩後11日目に慣行にふくした。   

ま え が き  

本試験は昭和雌牛4月より開始，初産分娩晦までの成  

鰍も 東京畜試研究報告第14号に報告したとおりで，そ  

の後の成槙を報告する。  

試験材料および方法  
1 試験地   東京都三宅鳥 三宅分場  

2 試験期間  昭和48年9月～50年5月  

3飼料の給与と管理   

飼料給与豊は．TDN，100％を目標紅り 工CPを15（】  

■ 東京都畜産試験場三宅分場 東京都三宅村坪田上の況  
川 東京郡帯賭試験場家畜部 青梅市新町715  
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表2 各期間中の個体別試験区別の1日当平均DM，DCP，TDN摂取   

1   区分座体ト   
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1）泌乳前期：  

l．51811，901  16．649 7．007  0．0111 0．2591 0．289 r  7．341  

前期に続く150日間。  分娩後6日目から60間 2）泌乳中期  
3）泌乳後期：中期に続く泌乳終了まで  
異なるアルファベットは試験区間統計的有意を示す。（a，b：P＜0・05，C，d：P＜0・01）  
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が前期に発症したr〕しかしいずれも3日間以内で，治癒  

した。その他，各試験1克とも給与真に対し残飼量ほ少な  

く．牧野病の後遺症も見られず，ほは正常の睡顔状態を  

維持した。  

2 発育成績   

発育に関する袈3，図1の諸項目ほ．いずれも試験区  

間で統計的有意の羞を見なかったが，麦4から一定の憤  

向を見出し得ると思われる。第1産分娩後の発育状態を  

見るには第1産分娩直後の測定値と第2産分娩直後の測  

定値な比較するのが適切と思われるが，先ず窮1産分娩  

後体重では，平均値で約10kgの差をつけて．A区が最も  

長く．C区が最も恐くなっており，前報の発育成績では，  

軌戎初期に増飼したA区が良く，受胎後増飼したB区が  

▲虜）  

4 調査項目と測定  

（1）飼料給与最の決定は，3i塁間毎に体蚕酬定および乳  

量，脂肪率，妊娠増飼量等を革出し，若雌用飼料標準に  

基き実施した。体重は牛衡機，脂肪率は．パブコック法  

でおこなった。飼料給与の変更は給与丑帯出後3日以内  

に実施し，また給与した飼料の残飼は，その都度，調査  

記帳をおこなった。l錮jのDMの罪出は毎月1軋ユ1日，  

21日を基準としておこない，天候変化時にほその都度ぺ  

施した。  

（2）搾乳回数は，1日2回搾乳とし，10kg以下の時点に  

おいて測定期間に関係なく1同搾乳にし．分娩予定3カ  

月前なめどに乾乳をおこなった。無脂固型分率は比重法  

により算出した。  

（3）発育測定および衛生検査は撒続実施した。  

試 験 結 果  
1飼料摂取状況及び 個体の飼飛状況   

試験区別に泌乳，乾乳期間中給与した粗飼料およぴ，  

濃厚飼料の摂取量を蓑1に示した。各区共泌乳臥 乾乳  

期がことなり，季節的に育刈給与量に差があるため，乾  

草，ヘイキューブ．ビートパルプで調察し．不足分を  

配合飼料で補った。泌乳期間中の横板菓を示すと表2の  

とおりであった。一般健康状態ほ一時期（49年2月上  

旬）に全頭一過性の下痢が発生，2－6El後，治癒し  

た。乳房炎がA区ではなかったが，B区では9号，12号  

が泌乳前期．中期にC区では6号が前期、中期に，7号  
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表3 第1産分娩訊から第2床分娩までの区別部位測尺平均値  
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表4 斎1産．第2産，分娩前後の体重，体高菜育成椚  

第1産分娩前偶  第1産分娩後㈲  第2産分娩前旧  1日当増加量  
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全平均  

訂可古：司て蒜「盲二元妻  二空⊥ 
．  

D－B日数 A区 4号 

0・007】1・082o・551ll・961い・421l  

42＄日，10号・488乱Il号－  363号，平均426日  
平均367日  

337日，平均355日  

泌乳中期に入って，他の2試験区が，急速に乳量を減じ   

ていくのに対し，A区は良く乳量を維持し，この期問の   

比較では，5％の統計的有意差を生じている。この乳量   

差が偶然のものでないとするならば，何故，生じたので   

あろう。まず第1に DCP，TDN等，嚢分摂取量との   

関係であるが，確かにこの期間，A区の摂取量が多い。   

Lかし 飼料給与量は3過ごとに個体の要求量から算出   

されたものであって，泌乳初期の摂顎量は，A区より，   

むしろ，B区，C区の平均値が多かったことから，摂瀬   

急が多いことが乳量を増加させたという推論は，否定さ   

れなけれはならない。われわれは，当初の試験設計か   

ら，この原因を育成期間中の処理の差に求めるべきと考   

える。即ち，育成初期忙増飼いしたA区は，放牧中摂取   

飼料の不足や寄生虫の感染等，不良環境匿ありながら，   

他の2試験区に比べて，終始良好な発育を示してきた。   

このことが泌乳中期に至って，効果的に影轡し乳量差を   

生じたものと推察する。一方，B区の妊娠期の増飼は，   

当初分娩後の乳量への効果を期待して設計されたもので   
あるが，給乳最も泌乳初期の乳量でも，ほとんど効果の   

ないものとして受けとらなけれはならない結果となっ   
た。乳脂率，ブ重昭同型分率は図2に示した通りで，泌乳   

期間中の粗効率では，試験区間に顧著な差は認められな   

かった。   

B区 8号・337日．9号・396臥  
C区 3号．337軋 6号．392日，7号   

これにつぎ，無処置のC区が最も劣っていたが，今回も  

同様の結果を示した。しかるに，第2産分娩後は，各試  

験区とも斉一化され，平均僻重490kg前後となった。し  

かも，この期間の平均日数は．C区355日，B区367日に  

比べて，A区42（；日が長かったため，平均DGでは，A  

区はB，C区の約宛の発育を示すにすぎなかった。   

また月令が進むにつれて，A区はブ 大部分の体格部位  

が他の試験区に追いつかれ．発育をはば終了したと見ら  

れる第2産分娩後では，轟が見られなくなっている。A  

区の増飼の効果は．体測尺値忙関してこの時点で消失し  

たかのように見られるが，次に述べるように，第1産泌  

乳量や努2産分娩月令にその効果を見い出し得るものと  

考える。発育のもう一方の措頗である体高については，  

第2産分娩後ではC区が継続して劣り．A区が，やや商  

い平均値を示しているが．処理効果として認めるほどの  

差異ではなかった。前額では，管田についてほ発育期間  

中，有意差を見たが，第2産分娩後は，各試験区とも，  

18m程度で変化はなかった。  

3 泌乳成績   

表5のように，給乳量．総FCM，1亡】当平均乳盈は，  

いずれも有意差に至らないが，A区が比較的良好な泌乳  

成横を示していることがうかがえる。最高乳免及び泌乳  

初期乳最では，ほとんど差はなく，図2にも示す通り．  
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衷5 第 1産 泌 乳 成 折  

試験区一  牛 恥  
乳 脂 肪  乳無脂固形分  
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l ∴・∴－：J  

8－54F 244－2 23・3  

5，066，6  

3，054．0  

2．857．8   

2，367，4  

2，363．9  

3，024．8  

4，3902 2，733．3  
2，407．7   

2，090．4  

2，222．1  

2，843．3  

1，165．8   

715．1   

780．5  

840．0   

846．2   

gO7．0  

784．4  

し015．7   

832．0  

‥、－－－、－∵ 1 
・815・4  

…■‘ 
i：表云二51二．義一 76．l  

14・2】  

15．3 15．7 17．1   
1∠l．9  

19 o 

15．7   

16．4  

16．0  

16・5  

16．3  

：」．‥：二：－－  
8・85l267・7  

20．6  

19．9  

23．0   

23 5 

23．6  

19．7   

24．9  

21．2  

22．3  

22．8  

1，414．0   1，24＆3  
1，263．1  

1，567．9  

1，108．4  

3・60 ＄4・5  

3・60い09－0  

2．279．0！2，214．0し  
ー
 
 
ー
 
 
ー
 
．
 
 

。
 
 3．81 3．53 3．04   

3、12 3．47 3＿46  

86．8  

108．9  

62．6   

11右2  

89．9  

86，1  

96．7  

198＿7  

264．6  

177．0   

319．8  

224＿7  

213．4  

252．6  

8．72 8．59 8．60   
8．7  

8．7  

8．6  

8．7  

1：：：÷－∵；∴：  

A 区  

B 区  

C 区  

全平均  

3，659，5  

2585－4  

2，472．8  

2，905．9  

887．1  

864．4  

877．4   

き76．3  

2，093．5a  

l，328．9b  

l．313．1b  

平
均
値
 
 

＝享可二  
‾  

1尋ラ・苧オ0ヰ旦車1司亘［ニヰ恒頑1ヰ享有て車≠  

1）泌乳初期：分娩後6日日から60日間  
2）泌乳中期：初期に続く150日間  
異なるアル7丁ペットは試験区間統計的有恵を示す。（P＜0．05）   

／  

′一一ぺ＼＿一ノ  4 繁殖成層   

表6に示すとおり繁殖関係では，試験区間で特に認め  

るペき差異ほなかった。全体に繁殖機能は内地舎飼い牛  

に比べて悪く1＼特に卵巣燕瞳の発生は9頭中4頭に見  

られ 卵巣機能減退のため，HCG剤を用いたものは9  

顔中7親あった。受胎までの横付回数が，全体にl．8回  

と比較的少なく，分娩後，受胎までの日数も全平均128  

日と悪くなかったのは，上記薬剤投与のほか，その時々  

に応じて種々の処置をほどこした結果であり，良好な繁  

殖幾鯉を示すものでない。また，これら繁殖機能の低  

‾F，障害が試験区間で差があるとの根拠は得られなかっ  

た。産子体熱ま，前報．第1産次の慶子体重で見られた  

ような試験区間での差はなく全体にバラツキが少なく，  

平均化していた。発育成績の項で述べたとおり，第2座  

分娩月令は．A区が，やや早かったが，第1産分娩月令  

の時よりも遵は一層縮少されていた。  

5 血液性状の変化   

図3～5に示すように，赤血球数．打血球教典碇全体  

に，第】産分娩後から，第2鹿分娩に向って月令が進む  

に従って低下する慣向にあった。特に，A区では，その  

懐向が著明であった。赤血球数はおおむね600万／Ⅳがで，  

500万から700万の範囲に大半が含ま九ており，正常簡周   

＼  、ヽ 

＼ ㍉ て＝二二  

無トぺ巨償い虻卜1抑～】貯Ⅰ即－～】0■i仰～270、ヨ））Ⅹ特  

分娩11毘艶（分穐篭15βをl賢く）  

図2 試験区別即日平均．乳質，乳量．養分摂  
顧畳の推移－A区……B区・一・ C区  
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蓑6 第1産分娩から第2産分娩までの繁殖成綴  
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図4 血酒盗自の推移  

～47カ札 C区34カ月－46カ月で，第2産分娩前後の各  

試験区の体各部位測尺値lよ大部分が差異を認めず，接近  

していることは．最終発酬直に近づいたものと考えられ  

る。泌乳期間は．A区285R，B区290F】．C区261日で  

月令，期間と稔乳量との密接な調味は明らかに出来なか  

った・1日の應高乳盟到達日が，B C試験区は泌乳初  

期（B区42［＝∃，C区37日目）であったのに比較して，  

A区は泌乳中郷（64日自）に入って．照高乳量を示して  

いる。この主因は前述した増飼いによる発育効果の結果  

が，→定の泌乳持続をもたらしたものと考えら九．泌乳  

中期の大幅な乳量の伸びとして現わ九たと思れれる〔乳  
脂率の推移は，A区は醒乳初期，中期の中間頃まで1汁   

囲3 赤血球数の推移  

F勺で推移した。白血球数は．個体別，試験区別にかなり  

変動しているが，全体の平均ほ抑0帥am一所後で，6000  

から10000の範囲内に大部分が含まかていた。試験区間  

では，ち区が平均してやや低く推移し．C区は，ほとん  

ど同時期（49年2月）に分娩している関係からか3頭と  

も同■一の推移傾向が見られる。血清蛋白は全体に大きな  

変動はなく，総蛋白質ぎ削ま7g／dl前後で推移し，6・0か  

ら8，0の範囲iこ大部分が含まれていた。ニ九ら血液検査  

の結果では試験区間に著明な差異に認められず．全体と  

して正常な健康状態を維持したものと見られる∩  
考   察   

試験期間の月令が，A区30カ月－44カ月．ち区36カ月  
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のことは前経での指摘と一致する。90日間総乳量でも同  

様の傾向が認められるが，一方体重の推移で－ま本試験の  

B区C区は増体の閲復が速く標準群に近い推移傾向を示  

していた。A区の泌乳曲線，90日間乳乳 体重推移はい  

ずれも聯寧群のそれらに近いものと見られた（   

以上の結果から三三∈牧野における了1二の育成には放牧  

期間中一定の盈及び期間．飼料の増給が必要であり．そ  

の時期は放牧の初期に．より効牲的であり，またそのレr」  

容ほ蛋白質よりほニネルギ【塵の供給を重視すべきもの  
と言える（つ この増飼により牧野からの養分摂取量の不足  

を補い．牧野病の障害そして発育の搾滞を巌和し，第1  

産泌乳既低下の防止を期待し得るものと考える。本就簸  

ではB区の牛群が無処置C区の発育及び牛乳生産性とほ  

とんど同様の結果を示していることから，受胎後の増飼  

は発育や乳量に効果がないものと判断すべきであろう。  

なお増飼の丑及び朋間については経済性をも含め次報で  
解明に努めたい。  
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図5  血清糞白の推移   

備より低いが．曲線のえがきかたは、正常に近い傾向が  

見られ．B．C試験区ほA区に比較して．変動の巾が多  

く見られた。繁宛l関係では．通常と異なり卵巣葬僅，卯  

狼機能減退牛が，大多数をしめ．無処置牛は．1頭であ  

った。原因について，調香，究明したが．明らかにし得  

なかった。種付l司教，受胎口数の平均はほぼ正常聴周内  

であった「．血液性状は全般的に健康状態を左ムする変化  

は見られなかった。   

育成期から泌乳期にかけての成薫酌ま，乳牛の栄養障害  

に関する研究で述べられているがま1．これと比喩すると  

乳成分や血液性状では各群際立った特赦を示していない  
ものの，泌乳曲線では本試験のB区，C区ほ低栗薫蘭底  

それに類似し，育成期間中の養分先の不足ほ蛋白質より  

エネルギー既に，より強く起閃していると思われる。こ  




